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 This paper proposed an intuitive interface based on blinking input with non-contact state. Fast of all, user’s eyes taken to 

the computer was detected by the Haar-like feature amount. The position of user’s iris was estimated by varying the threshold 

in the binalization procedure. Here, we utilized the blink actions as an input interface and the open/close state were judged by 

the area of the iris. When the area was decreased, the system recognized that the user closed the eye. This constructed system 

was applied to the operation for the communication-aid. The characters on the LCD monitor were indicated with constant 

frequency and the user select them by blinking actions. 
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1. 緒言 

われわれの目は, 有効なインタフェースとして考えられ，

これまでにも目を利用した入力機器の開発が行われてきた．

目を利用したインタフェースの中には，視線を利用したもの
(1)-(3)，瞬きを利用したもの(4)などが提案されている．特に，

瞬きを利用したものは，直観的な確定操作を行うことができ

るため，利便性が高いと考えられる．しかしながら，これら

の装置は一般的にはキャリブレーションが煩雑である場合

が多い． 

本研究では，キャリブレーションを不要とする瞬き入力の

インタフェースの開発を行った．ここでは，USB カメラを用

いて目の位置を自動認識し，虹彩の特徴量を利用する．使用

者の顔画像を二値化処理し，可変閾値を設けることにより，

虹彩の位置を算出した．また，虹彩面積によって，瞬きの検

出を行い，コミュニケーションエイドの操作に反映させた． 

 

2. 瞬き認識システム 

2.1 虹彩位置の検出 

図 1 は，本システムの概略を示したものである．本システ

ムにおいては，使用者の目の様子を USB カメラで捉え，瞬

きの検出が可能な認識システムの構築を行った．USB カメラ

から取得した画像は，Microsoft 社の DirectShow を利用する

ことでサンプリング間隔毎に Bitmap 画像に変換され，画像

処理により瞬きの状態を認識する．図 2 は，実際に USB カ

メラから取得した際の顔画像である．ここでは，Intel 社が開

発した OpenCV を利用し，Haar Like 特徴量により，図中の

点線で示されるように目の位置検出を行った．検出した目付

近の処理範囲を切り出し，式(1)により数値化を行う． 
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但し，  jiR , は座標  ji, での R 信号の輝度， は閾値を表し

ている．これにより，虹彩の重心位置を推定する．ここで，

推定の様子を図 3 に示す．図中において，①は OpenCV によ

る両目の位置検出を行った後の状態を表したものである．②

および③は，式(1)において閾値  を調整している様子である．

この過程においては，虹彩周辺の面積の総和が 200 ピクセル

に到達するまで閾値を増大させ，到達した時点を虹彩位置と

見なした．④は虹彩位置が決定した時点の様子である．この

時の虹彩周辺の面積変化及び，閾値 の変化を図 4 で示す．

閾値 は，0 から 0.4 秒付近で急増しており，これに伴って

虹彩周辺の面積も急増していることが確認できる．また，虹

彩周辺の面積が目標値の 200[pixel]付近になると閾値が一定




 
Fig.1 Recognition system. 

 

 
Fig.2 Facial image. 

 

 
Fig.3 Detection of iris position. 

USB CameraSubject

500mm

PCDisplay

Procedure field

①

②

③

④

2016年9月4日～6日，仙台（東北大学）

338



となっていることが確認できる． 

2.2 瞬きの検出 

 瞬きの検出は，目を開いている時の虹彩の面積との割合に

よって行う．割合は次式により定義される． 
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ここで， )(tS は時刻 t における虹彩の面積， oS は目を開い

ている時の虹彩の面積を表している．瞬きの判別については，

cR StS )( となった場合が目を閉じている状態，それ以外を

目を開いている状態とした．図 5 の上の図は目を開いている

状態，下の図は閉じている状態を表している．図 6 は，瞬き

を連続的に行った際の面積の割合についての計測波形であ

る．目を開いている状態においては，式(2)の値は約 1.0 とな

っていることが確認できる．一方，目を閉じると 0 から 0.2

の間の値になる．ここでは cS の値を 0.6 に設定し，インタフ

ェースの操作に反映させた． 

2.3 インターフェースの操作 

本システムをインターフェースの操作に適用した．ここで

は，文字の入力をコミュニケーションエイド「話想（はなそ

う）」（S.R.D 社製）を利用することで行った．入力の概略を

図 7 に示す．「話想」の入力方法は，スキャンモードであり，

①文字のブロック選択，②文字の行選択，③文字選択，④文

字入力の順に入力する文字を決定する．スキャンモードのタ

イミングに合わせて瞬きを行うことで選択される． 

 

  

 Fig.5 Scene of blink. 

 

Fig.6 Time series of data in the repeated eye open/close motion. 
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Fig.7 Input method. 

 

 
Fig.8 Time series of data in the voluntary and involuntary motions. 
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Fig.4 Time series of data of area and threshold. 
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2.4 瞬きの判別 

人は随意性と不随意性の瞬きの動きが見られる．ここでは，

随意性の動きを採用するものとする．ここで，随意性と不随

意性の瞬きの時系列波形を図 8 に示す．時刻 t=0.8 秒および

t=1.5 秒付近では不随意性の瞬きが行われている．図中の cS

および aS は，それぞれ目を閉じた時および目を開いた時の

割合である．本システムにおいては，式(2)で示される虹彩面

積の割合が cS 以下の状態が 0.5 秒以上続き，その後， aS 以

上に増大した場合のみ随意性のものと判断した．時刻 t=2.3

秒付近においては，随意性の瞬きとなっていることが確認で

きる． 

 

3. 結言 

本研究では，虹彩面積の変化量を計測し，瞬き状態を検出

するシステムの開発を行い，コミュニケーションエイドの操

作への適用を行った．画像処理により，虹彩の重心位置の座

標を取得し，虹彩面積の変化率から瞬きの検出を行った．さ

らに，随意性および不随意性の瞬きを判断するための対策を

施した．なお，現在のシステムでは黒縁メガネを装着した場

合，誤認識が生じるため，ラべリング処理を行うことで，領

域判別により虹彩位置の検出を行う手法を構築する予定で

ある． 
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